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Ⅰ 宇 宙 ラ ボ の 概 要 



ラ ボ の ロ ゴ 

“リサージュ曲線”という振り子に対する重力の力で描かれた 

永遠に途切れることのない究極のデザインです。 



極限状態から生まれる宇宙開発の技術を使って、 

究極のカンファタブル をつくる。 

 

地球上に暮らすひとりでも多くの人がいつも笑顔でいられるように、 

電通は、宇宙開発の技術をつかって、究極の快適な世界をつくります。 

遠くにある宇宙だけでなく、身近にある宇宙をクリエイティブに考えることで、 

ほんの小さなアイデアが、世の中を変える大きな取り組みやプロジェクトになることも。 

今まで宇宙とまったく接点のなかった人々や企業の方々にこそ、 

身近で快適な世界を、一緒に実現し、体験して頂きたいと思います。 

極限状態から生まれる宇宙開発の技術だからこそ、地球のあらゆる場所でも必ず何かに役立てる。 

宇宙にしかつくり出せないそんな未体験の快適な世界へ、 

みんなの夢や希望をのせて、リフトオフ。 
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ラ ボ の 理 念 
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地球を、快適に。 
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人類を、快適に。 



電通の「宇宙に関する相談窓口」として2016.6.20設立。 
社内横断のバーチャル組織として専門知識をも57名が在籍。 
JAXAに加えて国内外の多くの民間宇宙ベンチャーとも協業。 

概 要 

電通が2016年設立以前から行っていた宇宙に関する多くの実績をもとに、宇宙関連の取り組みを本格化する目的で発足。 

設立以前の実績は『The Space Hangout』『kibo360°』『宇宙バイト』『ポカリ』『auHAKUTO』『Flying Card』等多数。 

宇宙×◯◯をテーマに、これまで宇宙に関係なかったものと宇宙を掛け合わせることで社会に新しい価値を生み出す。 

従来の広告コミュニケーション領域を超え、常識を覆す斬新なアイデアで、商品/サービス開発等の新たなビジネスも行う。 

宇 宙 ラ ボ の 概 要 と ミ ッ シ ョ ン 

マーケティング クリエーティブ テクノロジー プロデュース コーディネーション ファンディング 

宇宙ラボの活動６領域 

Confidential 



最新の宇宙関連情報の共有や横断プロジェクトの推進など、 

メンバー全員の宇宙リテラシーの底上げを実践しています。 

 

非宇宙系の企業でこれだけの体制を確保し、 

宇宙関連のノウハウを蓄積をしている企業は、 

世界でも電通宇宙ラボくらいと言われています。 

Confidential 



新たな宇宙ビジネスの潮流をつくる 

ATカーニー 石田真康氏 

宇宙飛行士を目指すタレント 
黒田有彩氏 

宇 宙 ラ ボ 

ス ペ シ ャ ル メ ン バ ー 
Confidential 



ラ ボ の 実 績 

（極一部になります） 



宇宙バイト リクルート タウンワーク 激レアバイト 
 

まったく新しいジャンルのアルバイト。地上でやっているアルバイトは、果たして
宇宙のような空間でもできるのか。人類初の挑戦。第1弾の無重力バイトは無
重力飛行が舞台。フライパン返しや引越し梱包など実施。Webムービーをきっか
けにテレビCMも展開。UU230万で応募総数30万突破。好評につき現在も第11
弾までシリーズ化し継続中。 
 

kibo360°（JAXA） 世界初 宇宙飛行士体験アプリ 
 

世界初宇宙飛行士体験アプリ。国際宇宙ステーションの内部を360°あらゆ
る方向に完全再現、歩いた分だけ中身も動く。AppStore2013年ベストアプリ
総合ランキング1位、 
 

THE SPACE HANGOUT   (JAXA × Google)  宇宙交信イベント 
 

自宅の部屋からみんなで宇宙につながる世界初の試み。国際宇宙ステーショ
ンにいる星出宇宙飛行士とGoogleのhangoutをつかって参加者を全国から募
集して実施。 

JAXA OPEN API   (JAXA × 電通）衛星データの利活用 
 

今までにない新しい衛星データのロングテールな利活用。様々な衛星データ
の利活用を特定の研究開発者に限定せずAPI化して広く一般に開放。日本科
学未来館にて行った第1回のはやぶさデータの提供では、多摩美やデジハリ
などと連携してアプリ開発コンテンスやハッカソンを行った。 



MINOTAUR REVERSIBLE JACKET 衛星写真ジャケット 
 

ファッションブランドminotaurが、毎シーズンJaxaの衛星だいちが撮影した画像

を使ったコラボレーションウェアをリリース。小笠原諸島やガラパゴス諸島など
リバーシブルデザイン。そのコラボの起点をサポート。 

はやぶさ2 応援キャンペーン（JAXA×電通）SNSキャンペーン 
 

2014年の打上げから2020年の帰還まで6年に渡る「はやぶさ2」の応援キャン
ペーン。世界初の2020秒のみんなでつくるカウントダウン。ひとりにつき1秒を
自分が好きな数字から選んで写真で投稿し話題に。 
 

Flying Card （JAXA×電通）紙飛行機型郵便 
 

規定の料金分の切手を貼って投函すると、紙飛行機の形そのままに手紙が
届く、今までにないコミュニケーションの新しい形。封筒も便箋も最初は三角形。
投函する時に折って送る。 

SPACE & OIL INDUSTRY （電通）宇宙と石油産業の融合 
 

中東UAEアブダビの展示会でジャパンパビリオンを出展。アブダビの首長家
や国営企業幹部に、日本の宇宙技術の石油に関する活用法を紹介し、両国
の宇宙産業協力と石油外交の発展に寄与。 





直 近 の 事 例 

※ 2 0 1 6 年 1 0 月 ２ ６ 日 実 施 



KIBO SCIENCE 360 A Space experiment with Google 



宇 宙 実 験 を テ ー マ に 

V R ア プ リ 体 験 や 

子 ど も の 教 育 を 目 的 と し た 

地 球 と 宇 宙 を つ な ぐ イ ベ ン ト 





全 体 の 概 要 



宇宙空間でコーヒー牛乳をつくる実験 

ライブ中継では貴重な宇宙で 

二つの液体同士を混ぜる実験 

ただの液体ではなく 

牛乳とコーヒー 

見事に混ざり合いながら 

マーブルチョコのように 

最後に大西宇宙飛行士自身が 

ぱくりと試飲 

360度のVRアプリでも 

バーチャルに宇宙実験を体験 



T H A N K  Y O U . 
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 Ⅱ 宇宙ベンチャー班報告 
 「コンテンツのやり方で宇宙ベンチャーを応援してみた」 
 au×HAKUTO MOON CHALLENGEを例に 
 
 構成 
 1)コンテンツ事例 
 2)宇宙ベンチャーへの応用 
 3)今後の展開 



クライアント 

仕事A 

dentsu 

広告会社の大半の業務 
 



コンテンツ 

クライアント 

クライアント 

自治体 

NPO 
 

dentsu 

クライアント 

メディア 

メディア 

夢 
大義 
本質 

これからお話しさせていただく 
コンテンツ系の業務 

仕事B 
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コンテンツ 

クライアント 

クライアント 

自治体 

NPO 
 

dentsu 

クライアント 

メディア 

メディア 

夢 
大義 
本質 

このやり方をHAKUTOで応用してみました 

仕事B 



民間月面探査チーム HAKUTO 
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民間組織による月面ロボット探査を競う 
億円）の国際賞金レース 3,000 36 総額 万ドル（約 



16 Teams from  
all over the world 





きっかけ。電通社内のエレベーター映像。 
オリンピック、ワールドカップなどのおなじみの文脈に書き換えた。 
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クライアント 

クライアント 

dentsu 

クライアント 

クライアント 

クライアント クライアント 

クライアント 

クライアント 

ベンチャーの 
夢・大義・ 
本質的価値 

電通式_宇宙ベンチャー支援ビジネスモデル 

ワクワクするような、夢・大義・本質的価値、イノベーションを持っているか。 

クライアントに紹介できる信用があるか。（信用調査） 

クライアントのコミュニケーション活動そのものの支援。（コミュニケーション） 



スタートアップ 

電通式_宇宙ベンチャーとの付き合い方 

dentsu 約6000社の 
クライアント 

（＋）イノベーションを起こせる。 
   大義がある。夢がある。 
（ー）人手が足りない。資金がたりない。 
   コミュニケーションに長けていない。 

 

（＋）資金はある。人手はある。 
（ー）イノベーションが起こりにくい環境。 
   行きづまり感。 

 

（役割）・ベンチャーが保有するポテンシャルの 
     見える化（コピー化、デザイン力）。物語化（ストーリーテリング）。 
    ・スポーツ、映画、アニメなどのコンテンツ系作業と 
     同スキームのマッチング作業。 
    ・マッチング後の付き合い方は様々。 
     キャンペーン利用。協賛プロジェクト化。１対１の事業提携。 
 
    

新たなベンチャーの発掘力（営業開拓力）が起点となり、 

資金集め（マッチング力・事業化）、ストーリー化、デザイン化と 

貢献できることは様々 

 

 

 

 



底上げ（share of voiceを増やす） 

わかりやすさ 

宇宙ベンチャーにお金が入る 

ボランティアにならないビジネスモデル 

プロジェクトの目標 



人類が宇宙に行って50年以上、経つ。 
なのに僕らは宇宙に行っていない。 
費用が高いから。行けないのは競争がないから。ロケットを国が作っているから。 
十何年前に気づいた。 
予算をめいいっぱい使って一番良いものを作るというのが、官のメンタリティー。 
それでは、いつまでたっても安くならない。 
ロケットの世界に競争の原理を持ち込まないといけない。 
だから民間でやる。 
とにかく安くする方法をずっと模索した。 
たどり着いた結論が使い捨てロケットの量産化。 
ISTのロケットは部品点数は少ない。自動車と比べたら何十分の1。シンプルな構造。 
しかも特殊な部品はほとんど使われていない。 
だから安くできる。 
ロケットといえども特殊なものではなく、ただの工業製品。 
たくさん作ってたくさん飛ばせば絶対安くなる。 
宇宙に行けさえすれば性能なんてどうだっていい。 
フェラーリと軽自動車どちらが良いか。 
フェラーリもそれはそれで良いが、別に軽自動車でも良い。 
だから多くの人が軽自動車を選ぶ。 
ロケットも同じだ。 
 

世界最低性能のロケットを作る。 
 
InterStellar Technologies Inc. 
 
 
 



ロケット界のスーパーカブをめざす！ 



Ⅲ 宇宙ビッグデータ班報告 
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地方創生×宇宙地球ビックデータ 
プロジェクト 
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リリース 

65 
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プロジェクト概要 
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地方の課題 
●働き手がいない 

●街や産業に活気がない 
ビックデータを通じて、 
●人の働き方を変える 
●産業のあり方を変える 
●街をリブランディングする 

地方創生 

地方が抱える社会課題 ビックデータによる解決 地方創生の実現 

地方が抱える社会課題を宇宙地球の様々なビックデータを用いて、 
人/企業/町を巻き込みながら解決し、地方創生を実現します。 
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意図 

×：衛星データの販売 
↓ 

○：そもそもの有用性 



2016/10/5 

地方創生-宇宙地球ビッグデータ村構想 
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北海道に地方創生につなげるための、 
「宇宙×地球ビッグデータ村」を企業協賛型プロジェクトとして作ることを目標に。 
農業・漁業・林業・酪農・都市計画・防災などの領域で人の働き方を変える最先端の実証実験を行い、 
街おこし、産業の活性化につなげていきたい。 

ご提案の概要 

69 

農
業 

漁
業 

林
業 

畜
産
・
酪
農 

都
市
計
画 

防
災 



一次産業の社会課題の解決 

世界の土壌の農地利用困難化 

世界的人口爆発に伴う食糧需要増 第一次産業従事者の減少 

一次産業の過酷な労働環境 
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宇宙一、効率的かつ美味しい農業 

宇宙一 
効率的で 
美味しい 
農業 

圃場の温度・湿度や 
土壌の状態を検知し、 
生産性を最大化。 

リモートセンシング 

自動化された農業機械が 
圃場情報を学習、 
収穫を効率化。 

自動化 

人手が必要な作業を 
サポートするロボットで 
作業の身体負担を軽減。 

ロボット 

圃場の生育・土壌の 
マッピングから、 

圃場ごとの作業状況を 
的確に把握。 

GPS/GIS 

生産量・出荷量・販売量を 
一元管理。 

生産プランを見える化し、 
適切な生産計画を実現。 

クラウド 

圃場の土壌状態、 
農作物の生育状況、 
気象情報の観測など、 
各種情報の統合と、 
効率運用を実現。 

宇宙ビッグデータ 

宇宙データを活用して、 
これまでのスマート農業を、 
「宇宙イチ効率的」で、 
「宇宙イチサステナブル」に。 

広大な農耕地での農業で、 
収穫量を最大にしながら、 
土地への負荷も下げ、 
何年も健康な土壌を作る作付提案 

台風の発生・ルートや被害予測から 
農場のハザードマップを作成し、 
農作物の生産から出荷までに起きる 
リスクの管理と低減 

さらに作物の味をデータで管理し、 
生育条件や施肥タイミングを分析。 
作物の「おいしさ」も最大限に。 

まずは日本国内で試験的に運用。 
先進国・途上国それぞれのニーズに 
手法をアジャストして技術を輸出。 
グローバルな事業展開を狙います。 

71 
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具体的な構想 
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芽室町×農業 池田町×ワイン 

浦幌町×漁業 清水町×酪農 

北海道十勝地方をプロジェクト実施地域に考えています。 
いくつかの町に協力を依頼し、宇宙ビッグデータを掛け合わせた、企業協賛プロジェクトを企画。 

最終的には、農業・漁業・酪農・畜産の個別プロジェクトを十勝地方で統合。 
いくつかの市町村にまたがった、広域で、プロジェクトに取り組みたいと考えています。 
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本プロジェクトを進行するメンバー 
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電通・電通デジタル 
 

デジタルクリエーティブ 
ソリューション開発 
 

宇宙ベンチャー企業 
 
モデル事業策定・実施 
衛星データ利用 
ソリューション構築開発 
システム構築・知見集約 

北海道庁・各自治体 
 
地方創生 
一次産業活性化 
自治体の収益増加 
環境活動のモデルケース 

官公庁・JAXA 
 

産学官連携 
地方の一次産業活性化 
宇宙データの重要性PR 
グローバル展開（国連/NASA） 

研究機関 
 

宇宙ビッグデータを使った研究 
大学・大学院の研究室 
民間企業内の研究組織 

他企業 
 

コンテンツマーケティング 
顧客のファン化 
協賛先企業・業種（例） 
 サッポロビール （飲食物） 

 ウェザーニューズ （気象観測） 

 ヤンマー （農業器具） 

 女性向け雑誌 （メディア） 

 畜産業 （飼料提携） 

 タレントによるPR露出 

地方創生 

宇宙ベンチャー（宇宙データ収集）・研究機関・電通（デジタルクリエーティブ）を中心として、 
公的機関・他民間企業を巻き込みながら、 
北海道の地方創生を目指すプロジェクト立ち上げをご提案いたします。 

三井物産 
 

技術提供企業選定・出資 
ビジネスモデル開発 
海外展開検討 
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展開スケジュール 
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2020年以降 
 

ビジネス化して 
運用 

 
 

2019年4月 
 

ビジネスモデル検証 
実証実験（2年目） 

 

 

2018年4月 
 

実証実験(１年目） 

2017年4月 
 

準備 

2016年10月 
 
 

 北海道庁・電通・ 
アクセルスペース・ 
三井物産間での 
お打ち合わせ 

 声がけを行う 
市町村の選定 

 協力依頼する 
研究機関/研究者の 
リストアップ 

 募集をかける協賛企業
のリストアップ 

 予算立案 

 市町村との 
  具体的な折衝 
 協賛企業の募集 
 協力研究期間/研究者 
  の決定 
 資金調達 
 研究環境の整備 
 

ビジネス運用を前提に準備を進め、リーンスタートアップで2018年4月～小規模導入、 
検証・改善を重ねていきながら2020年以降のビジネス化・運用開始を目指します。 

主な 
TODO 

目指すべき 
状態 

プロジェクトイメージ
の摺合せが出来ており、
進め方について話し合
える。 

 研究開始 
 研究室での実験 
 フィールド調査 
 宇宙データ解析 
 実証結果の蓄積 

ステークホルダーの 
決定。 
資金面での実行見通し
が立っている。 

対象市町村に研究環境 
が整い、実証実験がス
タートできる。 
 

 プロダクト開発の
フェーズへ移行 

 試作品ローンチ 
 小規模な試験的販売 
 （オータムフェスト等） 

 一般流通への展開 
 新製品/第二弾商品開発 

１年目の実験結果を元
に２年目の作物栽培、 
漁獲の改善を行う。 
プロダクト開発へ着手 
できている。 

ビジネスとしての成功
体験を売りだせる状態
になっている。 
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協賛企業を含めた事業スキーム 

北海道庁/自治体、電通/電通デジタルが全体を統括しながら、 

協賛企業、研究機関などの参画を通じて、事業スキームを構成いたします。 
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アクセルスペース 

北海道庁 

電通デジタル 

企画・運営主体 

衛星データ提供 

フィールドプレーヤー 

ホクレン・ぎょれん 

農家 漁師 

協賛企業 
A 社 

B 社 

協力 

出資 

場所提供 

衛星 
データ 
提供 

研究機関／研究者 

分析実施 

分析 

研究成果 

投資金銭回収 
コンテンツ使用権利 

データ 
使用料 
回収 

投資金銭 
回収 

投資 
金銭回収 

プロジェクトへの提供 

プロジェクトからの 
リターン 

プロダクト 
サービス開発 

販売 

プロジェクト 

収益化 

ビックデータ活用 

適宜選定・アサイン 

技術提供 

技術提供 

技術料 
回収 

三井物産 

ビジネスモデル構築 
グローバル展開 

三井物産 

出資 

投資金銭回収 
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どのように投資を還元するか 

本プロジェクト内で作られたプロダクトの販売による直接的な金銭による還元以外にも、 
プロジェクトのPR利用、コンテンツ利用権など様々な投資元への還元を用意します。 
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レストラン/カフェ、観光地化 

 
 

収穫量の増加 町のPR ＋ 移住促進 

子どもの教育 
（社会科見学・修学旅行・研修・

林間学校など） 

寄付企業への 
サービス・プロダクト 
のコンテンツ使用権 

村自体への取材権 
（TV・雑誌など） 
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PR施策｜ 宇宙データを活用した「おいしすぎるレストラン」 

宇宙からのデータを活用して 
「おいしい」を「おいしすぎる」に。 

衛星で撮影した画像データを使って、 
農耕地・農牧地の生育状況を管理。 

牛が元気になる農牧地を選んで生まれる 
「おいしすぎる牛乳」 

農地選定、施肥を管理した野菜で作る 
「おいしすぎるカレー」 

完全国産の大麦とホップによる 
「おいしすぎるビール」 

「宇宙ガーデニングカフェ」を作り、 
カフェメニューの提供などを通して 
PR効果を狙います。 
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あらゆるものが宇宙ビックデータで管理
された先進的都市として町をPR。 

町を支える最先端のスマート技術/研究
を学べる「科学館」や「工場見学」 

実際の運用を学生も体験できる、 
「１日体験スマート農業・酪農」 

様々な第一次産業に触れて食べ物を作る
ことの重要性に触れながら、 
同時に最先端の科学も学べる修学旅行。 

研究施設を次世代教育に活用しながら、 
日光・京都に代わる未来の修学旅行先の
定番スポットのポジションを確立。 

町の魅力度上昇や財源確保を目指します。 

 

PR施策への活用例｜ 宇宙イチスマートな町に行く修学旅行 
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課題 

地方自治体：地元の協力はサポート、でも予算がない 
 
一般企業／生活者：宇宙データの有効活用？ 
 
宇宙関連企業：潜在ニーズの掘り起し 
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電通の役割 

生活者 

メディア 

国、地方自治体 
一般企業 

ベンチャー企業 

宇宙×ICTがもたらす 
豊かな生活環境の実現への 
参加モチベーションのハブ 


